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平成 28年度 地域ビジネス力強化支援事業補助金 

 

 

マチグヮーのトイレ問題を考える地域円卓会議 

トイレはまちの資産 

まちぐゎーのトイレ最適化を考える 

実施報告書 

 

日  時： 2016 年 8月 31 日（水）18:30-21:00 

場  所： てんぶすホール（那覇市ぶんかテンブス館） 

主  催： なはマチグヮーイベント連携プロジェクトチーム 

那覇市経済観光部なはまちなか振興課、那覇商工会議所、那覇市中心商店街連合

会、那覇市沖映通り商店街振興組合、株式会社ＯＴＳサービス経営研究所、有限

会社アンテナ 

支援団体： 沖縄県、沖縄県商工会連合会 

 

報告書作成 

NPO法人まちなか研究所わくわく 

公益財団法人みらいファンド沖縄 
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【報告】マチグヮーのトイレ問題を考える地域円卓会議

 

 

■日  時：2016 年 8月 31日（水）18:30-21:00 

■場  所：てんぶすホール（那覇市ぶんかテンブス館） 

■着席者数：8名（論点提供者、司会、記録者含む） 

■来場者数：46名（企業・行政・NPO・市民） 

 

■主  催：なはマチグヮーイベント 

連携プロジェクトチーム 

■協  力：公益財団法人みらいファンド沖縄 

       NPO法人まちなか研究所わくわく 

■お問合せ：NPO法人まちなか研究所わくわく        

粟國 智光 氏（那覇市中心商店街連合会 副会長） 

トイレはまちの資産まちぐゎーのトイレ最適化を考える 

那覇市の第一牧志公設市場を中心とするマチグヮー周辺では、近年立ち飲み屋などの飲食店が増加しています。夜に

かけてのにぎわいが生まれつつある一方で、トイレの数が足りないという問題が発生してきています。 

数が足りないのか、数はあるがマッチングできていないのか、今あるトイレを活用するためには何が障害となるのか、

維持管理の負担を誰が担うべきなのか、など検討すべきことは様々です。 

今回の円卓会議では、市民のみなさんや関係者、専門家の方々と一緒に、客観的な現状を共有し、トイレをまちの資

産と捉え、トイレの最適化について考えていきます 

 

センターメンバー 

粟國 智光 

那覇市中心商店

街連合会 

副会長 

渡嘉敷 洋美 

那覇市経済観光

部 なはまちなか

振興課 主幹 

柄崎 隆広 

ちょい呑み酒場 

輪屋 店主 

池田 孝之 

琉球大学名誉教

授 工学博士 

矢野 弘子 

那覇市平和通り

商店街振興組合 

専務理事 

我喜屋 あかね  

沖縄タイムス社 

記者 

 

論点提供 



3 

 

 円卓会議に参加いただいた皆さんから 

 

 那覇市の調査でマチグヮーに年に 1、2 回もしくは全く

行かない人が 6 割以上 

 近年増え始めた立ち飲み屋の人気で、仕事帰りの地元

の方が飲みに来るようになった 

 第一牧志公設市場を中心としたマチグヮーには約 13

の通り会があり、600 店舗近くが存在している。また、

第一牧志公設市場では 130 店舗が営業している 

 マチグヮーの以前の業種は市場の食、乾物、お菓子屋さ

ん、雑貨、衣料等 

 ここ 2，3 年で飲食店が増加。にぎわい広場周辺、ちと

せ商店街周辺に 30 店舗ぐらいある。0.5～1 坪と狭い

店舗が多いため、トイレを設置出来ない。もともと衣料

関係だった場所に、飲食店ができてきた経緯がある 

 第一牧志公設市場は築 40 年以上。周辺の建物は 50 年

以上のものも多い 

 平和通りは建物が古く、昔は 2 階に人が住んでいたの

で、トイレも 2 階にある。4 階にトイレがある建物もあ

る。また、地下にトイレがある店舗もあり、お客さんに

勧めることが難しい 

 平成 15 年頃にはマチグヮーのトイレ問題は存在した 

 公衆トイレ（希望ヶ丘公園）は市が設置・管理している。

施設トイレは施設管理のそれぞれの主体が管理する。 

 施設トイレは 2 階に設置されたトイレが多い 

 店舗を分割するときに、公設市場のトイレを使えばよ

いと考え、トイレを撤去した店舗もある 

 店舗 50 坪を 2 つに分けて、トイレを作った。配管の位

置関係、売場の確保など投資の負担が大きい 

 公設市場のトイレは施設トイレだが、公衆トイレと勘

違いされる。障がい者専用の多目的トイレもあり、使用

頻度が高い 

 平成 16 年に、にぎわい広場のトイレ整備を地域の方と

ワークショップをして決めた。翌年トイレがオープン 

 にぎわい広場のトイレは 23 時まで使える。周辺の飲食

店以外のお店は 20、21 時には閉まるが、飲食店は 21

時以降も営業を行っている 

 老朽化している建物の浄化槽のポンプが壊れて、臭い

がでることがある 

 家主が高齢化し、トイレ設置などの改修等の話の場に

出てきてくれないことがある 

 公設市場雑貨部の近くに公衆トイレがあったが、雑貨

部と衣料部の建て替えの時に廃止になった 

 この 10 年で施設トイレは増えているが、飲食店が増

え、21 時以降に使えるトイレが足りなくなってきた 

 公設市場条例に営業時間が 22 時までと決められてい

る。時間を延長することは、防犯や安全面から不安が大

きいため、条例を変えにくい 

 観光客が増えてきて、第 4 日曜日が第一牧志公設市場

の定休日となると、トイレの受け入れ先がなくなる 

 ガーブ川中央商店街組合（水上店舗）の家主がもあいで

トイレ 2 か所を皆が使えるように整備。組合員でなく

ても、協力金を負担することで、トイレを共有している 

 平和通りの公設市場雑貨部のある所に、平成 26 年にマ

チグヮー案内所ゆっくるの多目的トイレが那覇市の委

託で始まった 

 ゆっくる（H28 は平和通りが管理）のトイレ利用は、

5 月 800 名、8 月 1000 名近く。車イス利用者も利用で

き、並ぶこともある。授乳室もリピーターが多い、安心

して買い物できる 

 那覇市は平成 15 年から「トイレ等提供店舗支援事業」

で店舗のトイレ利用を補助するしくみを開始した。現

在、トイレ協力店舗が 15 施設。月に大便器に 6000 円、

小便器に 4000 円の補助金を出している 

 那覇市でもトイレを作れないか、調査しているが、地主

の同意が得られない。土地を買うと約 4000 万円。建物

を建てると約 4000 万円、これに管理費が入る。 

 飲食店の保健所営業許可はトイレが無いとキッチンの

衛生が保たれると考えるため、現在営業許可にトイレ

の無設置は影響していない。なはまちなか振興課から

トイレの有無も評価するよう要望している 

 飲食店とその他店舗との確執については、夜の騒音や

立ち小便などがある 

 ちょい呑み酒場 輪屋に関すること 

 地元客が 8 割で、仕事帰りの方や通り周辺で飲んでい

る方が来る。2 割が観光客 

 客単価は 2000 円いかないくらい。飲み物 3 杯におつ

まみ何品かで 1000 円ちょっとくらいになる 

 店舗とは別の場所に通りを挟んでトイレを確保して

いるが、トイレの家賃の方が店舗の倍している 

 周辺のトイレを使えるか交渉したが、時間、防犯上の

問題で使うことが出来なかった 

 トイレのある場所までがわかりづらく、案内が必要。

トイレの案内をトイレ近くまでする、通りの掃除をす

る、など受け入れられる努力をしている 

 輪屋のトイレは、知っている人はお客でもない人も使

っている現状、公衆トイレに近い状況になっている 

 平和通り、アーケードの検討委員会を立ち上げている。

家主さんも何名か入っている 

事実の提供 
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 トイレはお店の顔。店の価値はトイレで決まる 

 マチグヮーの 2 階を何故使わないのか？空いているス

ペースがあるのでは？共同でやっては？ 

 新しいトイレを作るより、今あるトイレを活用できない

か？ 

 飲食店をハシゴする人が多いため、公設市場衣料部、雑

貨部はトイレのある場所として良い。新しくトイレをつ

くるのではなく、そのお金を既存のトイレの警備費に使

えないか？ 

 飲食店組合を作り、夜間の見回りなどで防犯対策をする

などできないか 

 昼間のトイレは観光案内所を増やし、トイレとセットに

していく。夜はガラス張りの公衆トイレ。トイレを表に

出していき、まちの資産に！ 

 マチグヮーにコインロッカーがない。てんぶすの観光案

内所の預かりサービスを薦めている。大きい荷物を預け

る場所がないので、観光客は探している。トイレとくっ

付けて、お金生み出す仕組みにする 

 飲食店はトイレを義務化。数店舗で共同トイレを作り、

市で補助をする 

 2 階の空きスペースで簡易トイレ、男は小便器が多くあ

ればいい 

 マチグヮーの方向性が決まっていない。合意形成が難し

いので、現状の情報共有を行う。先ずは、現状を理解し

てもらう 

 トイレの整備を行うことで、マチグヮーの価値が上がる

ということを発信する 

 トイレ等の「設備」、建物やアーケードの「構造物」、

仕切りの「デザイン」の三つに分けて考える必要がある。 

 構造物は長年使うためしっかり考え、「所有者」で負担

する。仕切りのデザインは「個店、個店」で考える。設

備であるトイレは「利用者」でその都度考え、簡単に交

換できるようにする 

 誰が所有者か、所有者が出てこない。そうしないと構造

物の議論が出来ない 

 花や明かり、落書きを消すなど、明るい雰囲気にするだ

けでもかわる。青のライトに変えるだけで犯罪率が下が

った、あまりお金をかけずに出来る防犯を考えては 

 

 クロアチアは WC のサインが大きくわかりやすい。公

衆トイレが綺麗。それ以外は、共同トイレで有料 100 円

以下である 

 お店で提供されるバーコードの紙でトイレの鍵が開く

システムがある。店の料金に含まれている 

 世田谷の事例、24 時間使え、明るく綺麗なガラス張り

の公衆トイレ、人影が見える。地域の人が協力して花を

飾る 

 

 那覇は公衆トイレが非常に少ない 

 栄町のトイレは汚いし、臭い 

 古い店舗のトイレは構造上貸しづらい。貸したいが、古

すぎて貸せない 

 障がい者専用トイレ、多目的トイレが少ない 

 希望ヶ丘公園は女性としては使いづらい 

 協力店舗がわかりにくい 

 那覇市としてマチグヮーに飲食店が入ることは歓迎す

べきこと 

 マチの中でハシゴして飲んで歩くスタイルの店が多い

ので、お店が増えるのは良いこと 

 トイレを新設するのに 8 千万円、那覇市としてもこれは

高額、投資効果があるかわからない。維持コストも入れ

るとトータル 1 億円はかかるだろう 

 共同トイレができるとありがたい 

 飲食店同士で、トイレの管理協力はできると思う。ただ、

利用の頻度によって不公平感がある。現時点では那覇市

のトイレ提供店舗の補助があるので、共同で管理しよう

と言っても、抜ける人がいると思う。市制度の設計から

考える必要がある 

 まちの老朽化は問題も生み出す一方、魅力となる風情も

生み出している。関連している 

 問題は夜のトイレをどうするか。がポイントになる。 

 トイレの防犯を考えることは、市場全体の防犯を考える

のと同じでは？ 

 今後のアプローチの方向性（提案） 

 トイレはあくまで設備、利害関係者とまちの将来像を見据え合意形成と実証実験を 

 トイレは誰もが使用する共有資産、行政も巻き込み、経営感覚でトイレを維持管理 

 トイレ管理は、夜間防犯を最優先、ただし他施設との併設や最新技術の活用でコスト

低減を 

視点の提供 事例の提供 

評価の提供 
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■参加者によるサブセッション 

「まちぐゎートイレの最適化をどうするか？」（原文のまま）  

 

① トイレ（上物）だけの問題ではなく、「下水

道」の事情も一緒に考えなければ。 

・ 現在「下水道のタコ足配線」状態である。 

・ しかも、どのような下水道の状態すらわか

らない 

・貸主、借主の相互理解（課題共有）が最も必要 

② トイレの有料化など→受益者負担も考える必

要がある。 

・ 新たな維持管理の手法を考える。 

・ 夜のトイレの使い方のマナーUP。 

・ 根本的に数がやはり少ないと思われる。 

③ 夜：1 階の空き店舗の活用 

④ 飲食店を営業する場合はトイレ設置をする、

設置が難しいのであれば、周辺店舗と共同で

トイレを設置する。 

⑤ 既存のトイレを活用（深夜まで）。防犯対策

として飲食店組合を作り、管理する。 

⑥ 下水道はどこまできているのか？各自で作れ

る？ 

・ 公園のトイレ増やせないの？ 

・ そもそも市はどんな都市計画があるの？ 

⑦ 新設ではなく、既存のトイレを活用。・条例

の適用を売場とトイレを分けて考えられる

か？ 

・ 施設トイレの管理を商店街に委託し、円潤

にする。 

・ ゆっくるの裏側、パラソル通りにある空場

所にトイレ設置。 

⑧ 公衆トイレを増やせるなら、増やしてほし

い。 

・ 受益者負担の仕組みを作る。トイレ利用者

が増えると店がもうかる様な。 

⑨ パウダールームとして経営するトイレ（グッ

ズ体験、販売も） 

⑩ 24 時間有料化（きれいなトイレ、管理人付

き）一ヶ所でもあれば、、、。・協力店舗を増や

す（助成） 
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 マチグヮーのトイレ問題を考える地域円卓会議 

参加者アンケート集計 

 

◆概要 

・日 時：2016年 8月 31日(水) 18:30-21:00 

・場 所：てんぶすホール 

・着席者：7名(司会、記録含む) 

・参加者：46名（アンケート回収 17名、回収率 37％） 

 

１．どちらから？ 

 

２．所属 

 

 

３．円卓会議はどのように知ったか 

 

４．満足度 

平均：4.2（5 点中） 

5. 

満足 

4. 

概ね 

満足 

3. 

ふつ

う 

2.あまり

満足して

ない 

1. 

不満

足 

未 

記入 

5 名 7 名 7 名 3 名 0 名 1 名 

 

５．満足度の理由 

（5．満足） 

・ かねてより把握していた課題だけではなく、

新たな課題、解決に向けての新たな手法、考

え方を聞くことができました 

・ 長年のトイレ問題の解決に一歩前進 

・ 今直面している議題の話を色々な方向から

の意見が聞けて良かったです 

・ 現状とアイディアがたくさん詰まった内容

のある会議だった 

・ マチグヮーにトイレが不足していることが

分って大変よかった 

（4．概ね満足） 

・ 飲み屋さんが増えて問題が表に出てきた所

で、解決を目指した議論のスタートが切れた

ので 

・ 商店街とトイレについて、これまでの経緯、

断片的に聞いていた話を当事者の意見を含

め理解できた 

・ ここ数年で変化する飲食店の増加、マチグヮ

ーの活性化（経済）が上向く為の方向性を決

めることが必要 

・ 知らない知識が得られたから 

・ マチグヮーにトイレ問題があることを初め

て知りました。 

・ トイレの必要性があることを知らなかった。

（コンビニなどの利用で対応している人が

多いと思っていたため。） 

・ 生の声を聞くことが大切。（問題点、課題が多

いことが理解できた） 

・ 5 名のそれぞれの立場からの意見が聞けてた

いへん良かったです。これまで、トイレにつ

那覇市内, 16, 

94%

浦添市, 1, 6%

沖縄県外, 

0, 0%

行政, 10, 
59%

企業, 1, 6%

自治会等

地域組織, 
1, 6%

NPO・市民団体

等, 0, 0%

学生, 0, 0%

自営業, 2, 
11%

市場組合, 1, 6%

議会, 1, 6%
その他, 1, 

6%

facebook, 
4, 22%

友人・知人の

紹介, 10, 56%

チラシ, 2, 
11%

メール, 0, 0%

業務上, 1, 
5%

その他, 1, 
6%
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いては課題と考えていましたが、多くの人と

共有できてよかったです。 

（3．ふつう） 

・ 次が気になる円卓でした。 

・ グループワークでも出た飲食店経営者には

トイレ設置する責任がある。というのは、一

番最初に思いつく意見だと思いますが、その

回答が得られなかったのは少し残念でした。

トイレを設置していない飲食店の方にもい

らしていただければ良かったなと思いまし

た。また、タイムスさんの意見である、組合

で防犯対策の見回りしてはどうかなどは、実

際に可能なのかどうか、粟国さんか矢野さん

から意見をきいてみたかったです。さまざま

な観点から意見がでたので、行政以外のオブ

ザーバーもたくさん来てくれたら良かった

なと思います。 

６．印象に残ったこと 

・ 受益者負担の仕組み作り 

・ 整備に関する費用対効果の考え方 

・ トイレ設置義務化の仕組み作り等 

・ 構造物と設備を分けて考える・営みのスキマ

時間 

・ 那覇市が今回前向きに土地を買うなど検討

していた。それより既存の建物を使った方が

良いと思う 

・ 新しい物を作るのも 1 つ。今ある物でいかに

有効利用するかも大切だと思いました！ 

・ 発言者全員の話が良かった。とても冷静かつ

同じ方向の話だったので、自分の考えもまと

めやすかった 

・ トイレを散存させるのではなく、2～3 ヶ所

くらいに少し大きめにつくることで、人が集

いちょっとした交流や出会いの場となり、そ

れこそまちの資産になる 

・ サブセッションの中で（チームで）話題にな

った、「公衆トイレはマチのインフラとして

必要」か？との議論も必要だと思った。私達

の中では何らかの形で公共が果たす役割が

あるとの意見となった 

・ やはり原因がある飲食店の営業許可に保健

所のトイレ設置義務がセットでないと問題

は増える 

・ 市場、店舗、自治での運営でもフリーライダ

ーがでてくるはずであり、最終的に行政頼み

にならないか心配。商店街で試行錯誤するし

かない。 

・ トイレをパウダールームとして一事業とし

て取り組む 

・ パウダールーム（グッズ販売、経営の中で存

在させる） 

・ トイレの義務化（飲食店、市の補助） 

・ 1000 人/月 トイレの利用者数 

・ トイレの共同管理（店舗による） 

・ まちの方向性を見つける 

・ 昼と夜ではトイレのあり方について違うこ

と、設置する為にどうすればいいのか、いろ

んなアイディアが良かった。貸し手の問題

（老朽化）など、実態がきけてよかった。 

・ 事業者への義務化と既存トイレの夜間営業

事業者による協同管理
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（写真）会場の様子 
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2016年（平成 28年）9月 5日・月曜日 沖縄タイムス 
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2016年（平成 28年）9月 6日・火曜日 琉球新報 

 

 


